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第一
法則より

Q i n =△U+Wo u t
⇒ Q、=0+W、 i.Q1=#い「等温なので△V=0

（イ） IBCT-7.nl
m o l日 に

%

に

全体で内部エネルギーは保存する。
U=2nRTを用いて立式すると、

S I R T o +2・1・RT =3・1・RTo'+2.IRTo'
⇒ T o t T、 = 2 To '
i . To'=½た一½た1ーーーー，、（イ）（ウ）

( I） 思って第一法則より

Q i n = 0 U +W o u t-・2=0+（一ッで篊でなでで？）
※かたくなん
な

がすする事は温度に比例するにブで温 な 一 一 一
•誘導されるまま#=Fを用いてよい。
•なぜそういえるかは、P-Vグラフの面積で仕事をしだすと分かる. /⇒等温ならば状態方程式で

PV=nR.mn/-ここが一定



1回補足の続き
これよりP-Vグラフの式を作ると

P(V)=にしこも
ー

（Vに反比例のグラフ）

するとP-Vグラフの面積は

S Pcvidv=IiRTやdV = n RT/でdv
での！！
な？？！！､
､ ､ 面積が鹹
､
wws__
よって

T ： た = W , : W 2 ⇒ww=た となる。

※ ｢問
題と角
一辛くのにこの関係を使っ_てるわけではない__、

（オ）
Im o l 1mol国で⇒国難

※（イ）（ウ）で容器がQ。うけとって
To→To'になっているので

（オ）（カ）でTo'→Toになるときは
内部エネルギーの保存同じ量Q｡ を放出して
るのだ､
2.1.RTo'+2.1-RE=2.1.R To t主・1・RTo

⇒ To ' tた = 2 To



1回（オ） 続き
（イ）.（ウ） To'=½To t I T を代入して

½Tot I T+T 2 = 2 To

⇒ Z To= IT+た
i To=ちいなは

キ エネルギー表でシリンダーの気体の変化をまとめて
みる

に→月 てるこ・ど
は省？いい

ー ー ー ー

A→ B +Q、 0 +W、
B → C - Q . m n （一 0
c→
D| - q , l （一 0

D → E - Q 2 0 - W zた→ ｢しじ
ってこと でで る 。 は

一方で、熱効率の式について、

e - _ -のここいはら加えられた熱をカウントし
ているのだが､
E → F の + Q。は自分でだした熱なのでカウントしなくてよいのだ

よって

e=がで♂がーーーーこな"←+。はカウントしない
となるのである。



110☑ （キ）続
e=いがいだ
～ルで のmは使えない文字なので消していく。

m w

（ア）、（エ）
W,=Q、 ， W 2 = Q 2

Cvをうと△U=ncmvoTなので、TIFAの熱力学第一法則より
Q i n = △ U +W o u t

⇒ Gmz=1・CV(TI-Imo)+0

eの式にこれらを 代入して

e=と品。
ここで（オ）（カ）の式より To=JT、+sjたなので
e-いしい？ない。一一

= でいい？たあいか


